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車から ぼくたちみえない 手をあげよう
～こどもと高齢者を交通事故から守ろう～

こどもの注意点について教えてください

どのように教えたらいいですか？

タイヤ交換シーズンに入ると、屋外で保管し
てあるタイヤの盗難が多発します。
保管する際は、屋内で保管又はチェーン等
で結着する等、盗難防止対策をお願いします。

他交番は
こちらを
チェック！

◎ こどもの行動特性
こどもは、心身ともに未熟ですが、極めて活動的です。
さらに、年齢差、個人差はありますが、こども特有の行動特性(心の働き)が
あります。
〇自分を中心に考える傾向にある。
全て自分中心に考えて行動しますので、その結果、車や信号を見落としがち
になります。
〇依存性が強い傾向にある。
保護者を頼り、信頼していますので、保護者が先に横断したりすると、こど
もは左右の安全確認することなく後を追ったりします。
〇具体的な体験により身に付き、習慣となる。
具体的に現場で実際に見たり実行することで、身に付き習慣となります。
いったん身に付けたルールは、習慣として守ろうとします。

◎ お子さんへの交通安全教育
〇幼児に対しては、心身の発達段階に応じて、道路の安全な通行方法などの基本的な交通ルー
ルを遵守させ、交通マナーを実践させる態度を習得させることが重要です。
〇児童に対しては、歩行者と自転車の利用者として道路の横断方法及び交通の状況に応じて自
ら判断して安全に道路を通行できるための必要な知識と技能を習得させることが重要です。

これらを目標に、保護者の方や学校の先生方が深い愛情を持って、わかりやすく、

「飛び出しをしない」「道路を横断するときは、手をあげる」
等、具体的なフレーズを活用して、繰り返し指導していただくことが大切です。

※（4月６日から15日までの10日間、春の全国交通安全運動が実施されます。）
新年度を迎え、真新しいランドセルを背に元気な姿で登校するこどもや新社会人となった若
者のフレッシュな姿を見かけるようになります。
しかし、この時期は、不慣れな交通環境で通学・通勤が始まり、交通事故の発生が心配され
る時期でもあります。また、気候もよくなり、行楽などで自動車を使ったり、外出する機会が
増えたりして、交通事故の危険性が高まります。
県民一人一人が交通安全意識を高め、安全運転や安全行動の実践を通じて交通事故の防止を
図りましょう。


